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2014 年 4 月 20 日 ( 日 )

新緑の中で恒例の “さつまいもの苗植え ”
　とき：６月１日 ( 日 )10 時から
　場所：五反原（南生駒駅から南西に１Km、詳しくは電話を）
　参加費：大人 1000 円、子ども 500 円（食事代含みます）
お昼の食事は、インド人コックさんが出張して、本格インドカレー・ナンを作ります。
そして、五反原自慢のこれも本格的な pizza 釜で五反原のメンバーがピザを焼きます。
☆食材の準備があります。☆申込締め切りは 5月 26日 ( 月 )TEL：71-7700　FAX：71-7800

精神障がい者に対する福祉医療制度の適用が実現
　　障がい者差別をなくす奈良県条例の制定では
　　「来年 4月施行にむけ検討進める」知事答弁

　

三
月
の
県
議
会
で
は
、
二
つ
の
特
筆
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
「
知
事

は「
10
月
か
ら
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
の
人
に
、
全
診
療
科
の
入
院
・
通
院

医
療
費
の
助
成
を
行
う
」
と
答
弁
し
た
こ

と
で
す
。
岐
阜
県
と
山
梨
県
に
続
い
て
、

奈
良
県
は
３
県
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
障
害
同
一
と
言
わ
れ
な
が
ら
福
祉
施

策
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
き
た
精
神
障
が
い

者
と
そ
の
家
族
は
、
福
祉
施
設
の
ワ
ー

カ
ー
な
ど
と
『
福
祉
医
療
実
現
会
議
』
を

作
っ
て
実
施
主
体
の
市
町
村
を
回
り
、
財

源
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
県
や
県

議
会
に
も
適
用
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
他

の
障
が
い
者
と
同
じ
医
療
費
助
成
は
本
人

･

家
族
の
永
年
の
願
い
で
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
制
度
が
利
用
し
や
す
い
自

動
償
還
払
い
に
す
る
こ
と
な
ど
、
引
き
続

き
、
精
神
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、　
「
障
が
い
者
差
別
を
な
く

す
条
例
の
制
定
」
に
関
し
て
、知
事
は
「
来

年
４
月
施
行
を
目
途
と
し
て
、
検
討
を
進

め
る
」
と
答
弁
し
た
こ
と
で
す
。

　
「
県
条
例
を
作
る
実
行
委
員
会
」
は
、

条
例
内
容
の
充
実
と
障
が
い
者
の
参
加
に

よ
る
条
例
内
容
の
検
討
委
員
会
設
置
を
求

め
る
署
名
１
万
５
５
６
９
人
分
を
県
と
県

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。（
生
駒
フ
ォ
ー

ム
も
署
名
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

　

当
事
者
が
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
着
実

に
、
条
例
制
定
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、雇
用
、

教
育
、
住
ま
い
探
し
、
公
共
交
通
の
利
用

時
な
ど
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

お
け
る
差
別
禁
止
を
明
記
し
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
県
民
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
加
で
き
る
共
生
社
会
を
目

指
す
、実
効
性
の
あ
る
条
例
が
必
要
で
す
。

条例制定を求める署名を山下議長に提出する
米本実行委員会委員長（高柳議員も同席）

奈良県条例を作る実行委員会のメンバーと
制定に向けて協議する高柳県議たち

五反原で、 まってますよ～

市民農園　参加者募集中
自分の食べ物を自分で作る「自産自消」
安全な有機野菜を作ってみたかったけど ････
そんな人、今がチャンスです。
最近では連休前には夏野菜が植えられますが、5 月
になっても遅くはありません。「耕す喜び」「収穫の
楽しみ」「こだわりの野菜」を求めて、スローフード
の生活を始めてみませんか。
　市民農園入園料：入会金 1000 円／初回
　　　　　　　　　 1 区画 7000 円／年
　申込先　NPO あぐり（生駒フォーラム市民農園部）
　　　　　　　　　　　TEL：71-7700　FAX：71-7800

2000 本植えます。ボランティア お願いします
写
真
右
上
か
ら
左
に

子
育
て
真
っ
最
中
の
メ
ン
バ
ー
／

さ
つ
ま
い
も
を
植
え
る
母
子
／

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
準
備
／
市
民
農
園

の
畑
／
自
慢
の
ピ
ザ
窯

　　　

　

今
、
五
反
原
に
は
子
育
て
真
っ
最
中
の
若
い
マ
マ
や
パ
パ

が
10
組
多
い
と
き
で
は
20
組
と
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
ス
コ
ッ
プ
や

く
わ
で
、
畑
を
耕
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
『
６
月
に
は
堀
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
そ
の
日
の
う
ち
に
茹

で
て
、
熱
い
う
ち
に
バ
タ
ー
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
食
べ
る
と

「
新
じ
ゃ
が
」
の
香
り
が
口
の
中
に
広
が
り
、幸
せ
気
分
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
に
も「
新
じ
ゃ
が
」の
味
を
知
っ

て
ほ
し
い
』
と
若
い
パ
パ
が
言
い
、
五
反
原
の
メ
ン
バ
ー
は

『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
採
っ
た
後
は
、
必
ず
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

植
え
る
と
い
い
。
採
り
立
て
が
一
番
美
味
し
い
の
が
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
で
。』
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ン
ポ
ポ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
サ
ク
ラ
が
い
っ
ぱ
い
咲
き
ま

し
た
。
池
に
は
メ
ダ
カ
が
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
ま
す
。

　

５
月
の
連
休
が
終
わ
れ
ば
、破
竹
や
真
竹
の
「
た
け
の
こ
」

が
出
ま
す
。
五
反
原
は
自
然
い
っ
ぱ
い
の
里
山
で
す
。

　

６
月
１
日
に
、
五
反
原
近
く
の
畑
で
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗

植
え
を
し
ま
す
。
地
元
の
幼
稚
園
や
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

に
、「
土
と
親
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
15
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
地
域
の
子
育
て
の
グ
ル
ー
プ
や
幼
稚
園
や
保
育
所

を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評
で
す
。

　

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
作
業
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
新
緑
の
中
で
、

美
味
し
い
食
事
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

恒
例
に
な
っ
た
五
反
原
の
農
作
業
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楽しく自然体で『生駒墨林書道塾』

3 月 20 日雨の中の出発集会で
大江健三郎さんの話を聞く人たち

　安倍政権が進める憲法解釈見直しによる集団的自衛権の
行使容認に反対する「戦争をさせない１０００人委員会」
の出発集会を日比谷公園で行い、4000 人が参加。悪天候
で冷え込む中、解釈改憲への流れに危機感を強める参加者
の傘が会場を埋め尽くしました。呼び掛け人である憲法学
者の山内敏弘・一橋大名誉教授は「集団的自衛権行使の容
認は憲法の立憲主義、平和主義を根底から破壊するものだ。
解釈変更は日本が再び侵略国家になることを意味する」と
強調。作家の大江健三郎さんは「行使容認はアメリカと一
緒に戦争をするということ。閣議決定をさせてはいけない」
と訴えました。
　奈良県でも、安倍首相が表明している解釈見直しの閣議
決定の時期を見据え、5 月 31 日に「戦争をさせない奈良
1000 人委員会」の結成を予定しています。奈良市・生駒
市でも、安倍政権の戦争への道を許さない運動の一歩を踏

　　　　　　　　　　み出す予定です。ご協力お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：高柳忠夫奈良県議会議員
「戦争をさせない奈良 1000 人委員会」呼びかけ人

高栄耕平（奈良平和フォーラム議長）／澤井勝（奈良女子大学名誉教授）／浅川
肇（歌人）／古川雅朗（弁護士）／内橋裕和（弁護士）／浅野詠子（ジャーナリスト）
／宇田滋樹（俳優）／小嶌興二（医師）／倉本明佳（聖林寺住職）　　　　　

憲法９条を空文化・解釈改憲による集団的自衛権行使を許さない

　「戦争をさせない奈良 1000 人委員会」の結成と記念講演
　　　5 月 31 日（土）13 時から　奈良県文化会館小ホール　

都
道
府
県
で
全
国
初　

公
契
約
条
例(

案)

を
６
月
議
会
に

市
民
参
加
・
参
画
で

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
続
可
能
に

　

民
主
会
派
代
表
質
問

　

県
は
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向
け
、
奈
良
県

公
契
約
条
例
（
案
）
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。基
本
方
針
で「
公
契
約
の
履
行
に
当
た
っ

て
は
、
最
低
賃
金
・
社
会
保
険
加
入
そ
の
他
の

法
令
遵
守
を
求
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
、
知
事
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

　

第
一
に
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
公
契
約
で
の
低
賃
金

構
造
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
二
○
一
一

年
七
月
に
起
こ
っ
た
、
大
阪
府
泉
南
市
砂
川
小

学
校
の
男
児
水
死
事
故
は
、
監
視
員
の
時
給
が

最
低
賃
金
を
わ
ず
か
一
円
上
回
っ
た
だ
け
の
時
給

の
結
果
、
必
要
と
さ
れ
た
監
視
員
の
配
置
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
、
事
故
の
大
き
な
原
因
だ
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
賃
法
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
現
実
が
あ
り
、
業
種
別
労
働
報
酬
の
下
限
額
を

導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

第
二
は
、
公
契
約
に
は
労
働
災
害
保
険
の
加
入

を
要
件
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

労
働
災
害
保
険
は
、
一
人
で
も
一
日
で
も
労
働

者
を
雇
用
す
る
場
合
、
そ
れ
が
非
正
規
雇
用
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
災
害
保
険
の
加
入
が
使

用
者
に
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
公
益
代
表
、
使
用
者
、
労
働
者
の
三

者
の
構
成
に
よ
る
（
仮
称
）
奈
良
県
公
契
約
条
例

検
討
会
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

知
事
答
弁

　
　

一
つ
目
は
、
業
種
別
労
働
報
酬
下
限
額
の
設

　

定
で
す
が
、
法
令
で
定
め
る
最
低
賃
金
額
が
基

　

本
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

二
つ
目
の
、
労
働
災
害
保
険
に
つ
い
て
は
、

　

法
令
遵
守
事
項
と
し
て
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

　

金
保
険
、
雇
用
保
険
と
共
に
、
報
告
対
象
と
す

　

る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

三
つ
目
の
、
本
条
例
の
運
用
状
況
や
制
度　

　

設
計
の
検
証
が
必
要
、
条
例
案
の
具
体
化
の
中

　

で
前
向
き
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　

今
後
、
議
会
や
関
係
団
体
、
県
民
の
意
見
を

　

踏
ま
え
て
、
六
月
議
会
に
上
程
し
た
い
。

　

現
在
、
生
駒
市
で
萩
の
台
、
北
新
町
の
２
地
区

で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
協
議
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
こ
の
よ
う

な
動
き
は
、
参
入
退
出
の
規
制
緩
和
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
の
不
採
算
路
線
か
ら

の
退
出
と
、
こ
れ
に
伴
う
行
政
の
交
通
空
白
地
域

を
埋
め
る
動
き
に
よ
り
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
奈
良
県
で
も
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
事
業
者
が
公
的
な
補
助
を
受
け
な
が
ら
維
持

し
て
き
た
県
中
南
部
を
中
心
と
し
た
不
採
算
路
線
は
、

路
線
の
存
廃
も
含
め
た
協
議
が
県
、
自
治
体
、
事
業
者

の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い

ま
す
。
生
駒
市
も
同
様
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
が
拡
大
す
る
反
面
、
不
採
算
の
鉄

道
や
路
線
バ
ス
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
民
の
移
動
に
不
可
欠
な
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
続
可
能
に
す
る

に
は
、鉄
道
、路
線
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
車

な
ど
全
て
の
交
通
モ
ー
ド
を
俯
瞰
し
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
が
必
要
で
、「
市

民
参
加･

参
画
」
で
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

公
共
交
通
は
、
福
祉
、
教
育
、
観
光
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
り
、
利
用
者
だ
け

で
は
な
く
全
市
民
に
便
益
を
与
え
て
い
ま

す
。
路
線
を
新
設
す
る
場
合
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
基
に
し
た
需
要
予
測
を
大
き
く
下

回
る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
話
で
す
。
こ
れ
は

「
今
利
用
し
て
い
な
い
け
ど
必
要
」
と
し
た

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

公
共
交
通
を
持
続
可
能
に
す
る
に
は
、
現

行
の
利
用
者
に
限
ら
ず
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
す
べ
て
の
地
域
住
民
が
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

①会の趣旨は【平成の寺子屋】
　筆・書を媒体にして、楽しく自然体で筆に親しみ書に親しみ
自らの筆力も上げながら人生の文化的潤いを更に高めあう
②今年度のスケジュール
　毎月第 2・第 4 水曜日　午後４：００～６：００
　場所：市民オフィス事務所（生駒フォーラム）
　費用：中学生迄は３００円／１回、大人５００円／１回
③会の活動内容　24･25 年度は写経を中心に行いました。
　26 年度は更に加えて、筆と墨を使って作品を創るための基
本技の練習や書道の段・級を取得するためのアドバイスと指
導など
　主宰：廣口征男（墨林書道院準師範）
　連絡先：携帯　090-2594-9804
　Mail　yukio_hiroguchi@yahoo.co.jp
★　どうぞ気楽にお声掛けください
★　市民オフィスでは、親睦を深める目
的で市民が集い、様々な人がふれあう機
会を作りたいと考えています。折り紙教室、絵画教室、男が
造る料理、また写真家の森本康則さんを講師に写真教室など
を行っています。


